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〜
初
め
て
の
緊
急
放
流
に
至
る
も
下
流
域
の
洪
水
被
害
を
軽
減
〜

〜
初
め
て
の
緊
急
放
流
に
至
る
も
下
流
域
の
洪
水
被
害
を
軽
減
〜

令
和
５
年
７
月
豪
雨
時
に
お
け
る
寺
内
ダ
ム
の
洪
水
調
節
効
果
に
つ
い
て

ト
ル
）
以
下
に
抑
え
て
、
ダ
ム
下
流
域
の
浸
水
被
害
の
軽

減
を
図
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。計
画
規
模
（
ダ
ム
の

計
画
段
階
で
洪
水
調
節
容
量
を
決
め
た
洪
水
の
規
模
）
相

当
の
洪
水
で
あ
れ
ば
、
洪
水
調
節
中
の
ダ
ム
貯
水
位
の
上

昇
は
洪
水
時
最
高
水
位
以
下
に
抑
え
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
洪

水
調
節
が
終
了
し
ま
す
。

　

し
か
し
、計
画
規
模
を
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が
流
入
し

た
場
合
に
は
、ダ
ム
の
貯
水
位
が
洪
水
時
最
高
水
位
を
超

タイトル：街の誇り
撮影場所：長崎市めがね橋
撮 影 者：桑名　弥栄

　

令
和
５
年
７
月
７
日
か
ら
九
州
北
部
を
中
心
に
停
滞

し
た
梅
雨
前
線
に
伴
う
降
雨
は
、
10
日
未
明
か
ら
の
線
状

降
水
帯
の
発
生
と
そ
の
後
の
停
滞
に
よ
り
記
録
的
な
豪

雨
と
な
り
、
筑
後
川
の
中
下
流
域
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。寺
内
ダ
ム
の
流
域
で
も
、
最
大
時
間
雨
量

69
㎜
、
総
雨
量
約
５
１
０
㎜
を
記
録
し
、
ダ
ム
へ
の
流
入

量
は
平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
時
に
次
い
で
２
番
目
と

な
る
最
大
毎
秒
５
３
０
立
方
メ
ー
ト
ル
に
達
し
ま
し
た
。

昭
和
53
年
の
管
理
開
始
か
ら
45
年
目
で
初
め
て
と
な
る

緊
急
放
流
に
ま
で
至
る
も
、
洪
水
調
節
容
量
を
ほ
ぼ
使
い

切
る
ギ
リ
ギ
リ
の
防
災
操
作
に
よ
り
、
下
流
域
の
洪
水
被

害
の
軽
減
に
効
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。未
だ
予
測
が
難
し

い
と
さ
れ
る
線
状
降
水
帯
の
発
生
、
時
々
刻
々
大
き
く
変

わ
る
降
雨
の
状
況
、
緊
迫
し
た
洪
水
警
戒
体
制
下
で
、
寺

内
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
を
最
大
限
発
揮
す
る
た
め
に

実
施
し
た
防
災
対
応
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

寺
内
ダ
ム
は
、洪
水
調
節
、流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持

並
び
に
か
ん
が
い
用
水
の
補
給
及
び
水
道
用
水
の
供
給
を

目
的
と
し
て
、
水
資
源
開
発
公
団（
当
時
）が
福
岡
県
朝
倉

市
の
筑
後
川
支
川
佐
田
川
に
建
設
し
た
堤
高
83
ｍ
、
総
貯

水
容
量
１
、
８
０
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
有
す
る
中
央
遮

水
壁
型
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
型
式
の
多
目
的
ダ
ム
で
す
。

寺内ダム

第38回

入選作品
“水とのふれあい”フォトコンテスト

2023 Autumn

秋号
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え
る
可
能
性
が
生
じ
ま
す
。こ
の
場
合
は
、
貯
水
位
を
ダ

ム
構
造
設
計
上
の
許
容
水
位
（
設
計
洪
水
位
：
Ｅ
Ｌ
・
１

３
３
・
５
ｍ
）
以
下
に
抑
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ

の
た
め
に
、
所
定
の
水
位（
洪
水
調
節
容
量
の
８
割
に
相

当
す
る
水
位
：
Ｅ
Ｌ
・
１
２
９
・
８
０
ｍ
）か
ら
、ダ
ム
流

入
量
に
ダ
ム
放
流
量
を
徐
々
に
近
づ
け
て
貯
水
位
の
上

昇
を
抑
え
る
異
常
洪
水
時
防
災
操
作
、
い
わ
ゆ
る「
緊
急

放
流
」を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１
．寺
内
ダ
ム
の
概
要

ダム堤体概要図ダム堤体概要図

寺内導水路

第1分水工

取水口
オリフィスゲートクレストゲート

福田幹線

第2分水工

落差工

河川放流工 寺内幹線

余水吐余水吐

管理所管理所

余
水
管

貯水池容量配分図

利水容量

洪水調節容量

堆砂容量

9,000千㎥

7,000千㎥

2,000千㎥

最低水位 EL.93.0m

平常時最高貯水位 EL.121.5m

設計洪水位　EL.133.5m
洪水時最高水位　EL.131.5m

700千㎥
4,000千㎥
4,300千㎥

不特定用水
農業用水
都市用水

堤頂標高
EL.136.0m

◆
寺
内
ダ
ム
の
洪
水
調
節
計
画

　

寺
内
ダ
ム
で
は
、「
平
常
時
最
高
貯
水
位（
Ｅ
Ｌ
・
１
２

１
・
５
ｍ
）」か
ら「
洪
水
時
最
高
水
位（
Ｅ
Ｌ
・
１
３
１
・

５
ｍ
）」
ま
で
の
空
き
容
量
７
０
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を

利
用
し
て
洪
水
調
節
を
行
い
ま
す
。こ
の
間
、
ダ
ム
か
ら

の
放
流
量
を
計
画
最
大
放
流
量
（
毎
秒
１
２
０
立
方
メ
ー寺内ダム位置図

02 特集

 令和5年7月豪雨時における
 　寺内ダムの洪水調節効果について

06 トピックス早明浦ダム再生事業起工式を開催

08 トピックス
 水の日・水の週間の紹介

1616 トピットピックスクス

美しい秋を発見しよう！
機構施設周辺の魅力的な風物詩を紹介

18 シリーズ 第1回 次代をつなぐ力

20 連載 気象キャスターが解説！天気のミカタ
第34回 私のアメダス巡礼の1ファイル
千葉県我孫子アメダス
気象キャスターネットワーク　水越　祐一

22 トピックス
令和元年台風19号利根川洪水に想う

23 水機構ニュース

24 モニター様の声・施設紹介・編集後記

3 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会



大
雨
特
別
警
報（
土
砂
災
害
）、10
日
午
前
７
時
40
分
に
大

雨
特
別
警
報
（
浸
水
害
・
土
砂
災
害
）
が
発
令
さ
れ
る
非

常
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

◆
寺
内
ダ
ム
の
洪
水
時
防
災
操
作

　

今
回
の
出
水
で
は
事
前
放
流
の
実
施
判
断
に
資
す
る
基

準
雨
量（
６
時
間
で
１
４
４
㎜
）を
超
え
る
予
測
が
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、事
前
放
流
を
実
施
す
る
こ
と
な
く
、10
日
午

前
２
時
40
分
に
ダ
ム
へ
の
流
入
量
が
洪
水
調
節
開
始
流
量

（
毎
秒
90
立
方
メ
ー
ト
ル
）
を
超
過
し
た
た
め
、
貯
水
位
を

制
限
水
位
以
下
に
維
持
す
る
（
ダ
ム
へ
の
流
入
量
に
ほ
ぼ

等
し
い
水
量
を
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
）操
作
か
ら
、
流
入
量

の
一
部
を
貯
留
す
る
洪
水
時
防
災
操
作
に
移
行
し
ま
し

た
。ダ
ム
か
ら
の
放
流
量
が
計
画
最
大
放
流
量
（
毎
秒
１
２

０
立
方
メ
ー
ト
ル
）に
達
し
た
時
点
か
ら
は
、
毎
秒
１
２
０

立
方
メ
ー
ト
ル
の
一
定
量
放
流
を
継
続
し
ま
し
た
。こ
の

間
、
ダ
ム
下
流
の
金
丸
橋（
ダ
ム
か
ら
約
８
・
５
㎞
下
流
の

地
点
）の
河
川
水
位
は
、
避
難
判
断
水
位（
３
・
５
０
ｍ
）近

く
ま
で
上
昇
し
た
も
の
の
、
そ
れ
以
上
の
水
位
上
昇
は
抑

え
ら
れ
ま
し
た
。

◆
寺
内
ダ
ム
の
緊
急
放
流

10
日
午
前
５
時
前
後
の
降
雨
流
出
予
測
の
結
果
か
ら
、緊

急
放
流
に
至
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
洪
水

調
節
を
続
け
れ
ば
、午
前
11
時
前
後
に
は
洪
水
調
節
容
量
の

８
割
を
使
い
切
り
、
さ
ら
に
洪
水
時
最
高
水
位
を
超
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
午
前
５
時
40
分
に
〔
緊
急
放

流
５
時
間
前
情
報
〕を
関
係
機
関
に
発
出
し
、
沿
川
住
民
の

避
難
措
置
を
図
る
よ
う
に
依
頼
し
ま
し
た
。午
前
８
時
30
分

に
は〔
緊
急
放
流
３
時
間
前
通
知
〕を
発
出
し
ま
し
た
が
、直

前
の
１
時
間
に
50
㎜
を
超
え
る
強
い
雨
の
影
響
に
よ
り
、

緊
急
放
流
開
始
時
刻
（
Ｅ
Ｌ
・
１
２
９
・
８
０
ｍ
の
到
達

時
刻
）
が
想
定
よ
り
２
時
間
も
早
ま
る
こ
と
が
通
知
直
後

の
降
雨
流
出
予
測
で
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
た

め
、
急
遽
、
午
前
８
時
50
分
に
〔
緊
急
放
流
１
時
間
前
通

知
〕
を
発
出
し
て
、
沿
川
住
民
の
避
難
を
重
ね
て
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
ク
レ
ス
ト
ゲ
ー
ト
か
ら
の
緊
急
放
流
に

備
え
ま
し
た
。昭
和
53
年
の
寺
内
ダ
ム
管
理
開
始
以
降
、

45
年
目
で
初
め
て
の
緊
急
放
流
と
な
り
ま
し
た
。

　

通
知
か
ら
１
時
間
後
、
午
前
９
時
50
分
の
時
点
で
、
ダ

ム
貯
水
位
は
、
既
に
所
定
水
位
（
治
水
容
量
の
８
割
容
量

相
当
水
位
）
を
超
過
し
て
い
た
た
め
、
８
・
５
割
容
量
相

当
水
位
か
ら
の
緊
急
放
流
の
開
始
を
判
断
し
ま
し
た
。こ

の
よ
う
な
状
況
を
想
定
し
、
寺
内
ダ
ム
で
は
、
８
・
５
割

及
び
９
割
容
量
相
当
水
位
を
緊
急
放
流
開
始
水
位
と
す

る
貯
水
位
〜
ク
レ
ス
ト
ゲ
ー
ト
開
度
テ
ー
ブ
ル
表
を
あ

ら
か
じ
め
用
意
し
て
い
ま
し
た
。

　

ダ
ム
か
ら
の
放
流
量
を
最
大
毎
秒
２
４
８
立
方
メ
ー

ト
ル
ま
で
増
加
さ
せ
た
午
前
11
時
00
分
に
、流
入
量
と

放
流
量
が
ほ
ぼ
同
じ
に
な
り
、
ダ
ム
貯
水
位
を
一
定
に

維
持
す
る
操
作
に
移
行
、
ダ
ム
流
入
量
が
計
画
最
大

放
流
量（
毎
秒
１
２
０
立
方
メ
ー
ト
ル
）ま
で
低
減
し
た

午
後
４
時
50
分
に
緊
急
放
流
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

計
画
最
大
放
流
量
を
上
回
る
放
流
に
よ
っ
て
下
流

域
に
大
規
模
な
浸
水
被
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
し

た
が
、ダ
ム
下
流
の
残
流
域
か
ら
の
流
出
量
が
既
に
低

減
傾
向
に
あ
り
、
ダ
ム
下
流
の
金
丸
橋
地
点
の
河
川

最
高
水
位
は
３
・
８
９ｍ
、
氾
濫
危
険
水
位（
３
・
８

７ｍ
）
を
僅
か
２㎝
超
過
し
た
レ
ベル
に
抑
え
ら
れ
、
深

刻
な
浸
水
被
害
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

緊急放流中の寺内ダム

２
．令
和
５
年
７
月
豪
雨
時
に
お
け
る
寺
内
ダ
ム
の
防
災
操
作
と
洪
水
調
節
効
果

◆
気
象
概
況

　

寺
内
ダ
ム
が
立
地
す
る
九
州
北
部
で
は
、
７
月
７
日
21

時
か
ら
前
線
起
因
の
強
い
雨
が
断
続
的
に
降
り
続
き
、
10

日
未
明
に
は
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
ま
し
た
。寺
内
ダ
ム

を
管
理
す
る
筑
後
川
上
流
総
合
管
理
所
寺
内
ダ
ム
管
理
所

で
は
、
６
月
30
日
午
前
６
時
よ
り
洪
水
警
戒
体
制（
第
一
警

戒
態
勢
）を
執
り
、気
象
水
象
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
う

と
と
も
に
、
寺
内
ダ
ム
流
域
の
降
雨
・
流
出
予
測
を
繰
り

返
し
、
事
前
放
流
の
実
施
の
必
要
性
を
確
認
す
る
な
ど
の

警
戒
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。

10
日
未
明
の
線
状
降
水
帯
の
発
生
と
そ
の
後
の
停
滞

に
伴
い
、
寺
内
ダ
ム
流
域
に
お
け
る
降
雨
量
は
時
間
と
と

も
に
増
加
し
ま
し
た
。９
日
０
時
か
ら
の
累
積
降
雨
量（
実

測
値
）
と
10
日
24
時
ま
で
の
予
測
値
を
合
わ
せ
た
総
雨
量

の
推
移
を
棒
グ
ラ
フ
で
色
分
け
し
て
示
し
ま
す
が
、
10
日

午
前
１
時
の
時
点
で
は
２
０
０
㎜
程
度
で
あ
り
ま
し
た

が
、
午
前
３
時
に
３
０
０
㎜
超
、
午
前
６
時
に
４
０
０
㎜

超
、
午
前
８
時
に
は
５
０
０
㎜
超
と
大
き
く
上
振
れ
し
ま

し
た
。午
前
５
時
前
後
の
予
測
か
ら
は
、寺
内
ダ
ム
が
洪
水

調
節
中
に
所
定
の
水
位
を
超
え
、
異
常
洪
水
時
防
災
操
作

（
緊
急
放
流
）に
至
る
可
能
性
も
試
算
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
、
寺
内
ダ
ム
流
域
で
は
、
７
月
10
日
午
前
１
時

か
ら
11
時
の
10
時
間
で
３
４
６
㎜
の
非
常
に
激
し
い
降

雨
を
観
測
、降
り
始
め
か
ら
の
総
雨
量
は
約
５
１
０
㎜
に

達
す
る
豪
雨
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、
平
成
29
年
７
月

に
筑
後
川
中
下
流
域
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
九

州
北
部
豪
雨
で
観
測
し
た
総
雨
量
（
４
２
６
㎜
）
を
超
え

て
お
り
、
地
元
の
朝
倉
市
で
は
、
10
日
午
前
６
時
40
分
に

３
．最
後
に

　

寺
内
ダ
ム
で
は
、
洪
水
調
節
機
能
の
更
な
る
向
上
を
目

指
し
て
、
令
和
５
年
度
か
ら
ダ
ム
再
生
事
業
に
着
手
し
て

い
ま
す
。こ
の
事
業
で
は
、
非
常
用
洪
水
吐
き
の
改
造
を
行

う
な
ど
し
て
、
ダ
ム
の
洪
水
調
節
容
量

を
７
０
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
８

８
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
へ
増
大
さ
せ
て

治
水
機
能
の
向
上
を
図
り
、
下
流
域
の

洪
水
被
害
の
軽
減
効
果
を
高
め
て
い

く
計
画
で
す
。仮
に
寺
内
ダ
ム
再
生
事

業
が
完
成
し
、
別
途
計
画
さ
れ
て
い
る

河
川
整
備
が
完
了
す
れ
ば
、
今
回
の
よ

う
な
大
規
模
な
洪
水
に
対
し
て
も
、
寺

内
ダ
ム
で
は
緊
急
放
流
に
至
る
こ
と

な
く
効
果
的
な
洪
水
調
節
が
可
能
と

推
定
し
て
い
ま
す
。

寺内ダム流域降雨状況図
分布型予測雨量（～7月10日24時まで）実績累計雨量（7月9日0時～）

寺内ダム流域の実績雨量と予測雨量（2023年7月9日～10日）
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９
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９
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今
後
も
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
地
域

の
方
々
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
寺
内
ダ
ム
の
適
切
な
管
理

と
と
も
に
、
ダ
ム
再
生
事
業
の
計
画
的
か
つ
的
確
な
進
捗

と
事
業
効
果
の
早
期
発
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

寺内ダム防災操作・緊急放流（異常洪水時防災操作）の状況及び効果
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早明浦ダム再生事業完成イメージ早明浦ダム再生事業完成イメージ

　

８
月
５
日
、「
早
明
浦
ダ
ム
再
生
事
業
起
工
式
」
を
土

佐
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
高
知
県
土
佐
郡
土
佐

町
）
に
お
い
て
挙
行
し
ま
し
た
。起
工
式
に
は
、
国
会
議

員
、国
土
交
通
省
、県
知
事
、県
議
会
議
長
・
議
員
、共
同

事
業
者
、
関
係
機
関
、
施
工
者
、
地
元
小
中
学
生
等
及
び

水
資
源
機
構
の
関
係
者
を
合
わ
せ
約
百
八
十
名
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

金
尾
理
事
長
か
ら
は
主
催
者
挨
拶
と
し
て
、
関
係
者

の
皆
様
へ
の
感
謝
の
意
と
、工
事
中
、ダ
ム
貯
水
池
運
用

に
支
障
が
な
い
よ
う
に
進
め
、
騒
音
対
策
や
安
全
対
策

な
ど
周
辺
環
境
へ
の
影
響
を
極
力
軽
減
す
べ
く
、
丁
寧

な
施
工
を
心
が
け
、
地
域
の
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
よ

う
、
地
元
や
関
係
者
と
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
述
べ
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
に
引
き
続
き
、
来
賓
よ
り
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。高
知
県
の
濵
田
知
事
か
ら
は
、「
本
事
業

が
吉
野
川
流
域
の
皆
様
の
安
全
と
安
心
の
向
上
、地
域
の

生
活
基
盤
に
多
大
な
る
効

果
を
発
揮
さ
れ
、
良
好
な

生
活
環
境
の
確
保
に
大
い

に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を

確
信
し
て
い
る
。四
国
の

発
展
の
礎
と
な
っ
た
早
明

浦
ダ
ム
の
歴
史
を
、
そ
こ

に
関
わ
っ
た
地
域
や
人
々

へ
の
感
謝
の
意
も
含
め

て
、
将
来
に
わ
た
っ
て

し
っ
か
り
と
語
り
継
い
で

い
き
た
い
。」と
ご
挨
拶
い

た
だ
き
ま
し
た
。香
川
県

の
池
田
知
事
か
ら
は
、「
香

川
県
に
と
っ
て
は
、生
活
、

産
業
の
全
て
に
お
い
て
、

早
明
浦
ダ
ム
の
水
な
し
で

■
早
明
浦
ダ
ム
再
生
事
業
の
概
要

　

早
明
浦
ダ
ム
再
生
事
業
は
、吉
野
川
の
洪
水
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、早

明
浦
ダ
ム
の
治
水
機
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
改
築
を
行
う
事
業
で
す
。利
水
容
量
か
ら
洪
水
調
節
容

量
へ
の
容
量
振
替
と
予
備
放
流
方
式
の
導
入
に
よ
り
、洪
水
調
節
容
量
を
１
、７
０
０
万
立
方
メ
ー
ト

ル
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、早
明
浦
ダ
ム
に
新
た
な
放
流
設
備
を
設
置
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
事
業
で
は
、
放
流
設
備
や
減
勢
工
の
設
計
、
施
工
計
画
の
検

討
、準
備
工
事
と
し
て
工
事
用
道
路
の
整
備
等
を
こ
れ
ま
で
実
施
し
、今
年
で
６
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

■
工
事
の
本
格
化
に
合
わ
せ
た
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

現
在
、早
明
浦
ダ
ム
で
は
、敷
地
内
へ
の
一
般
の
方
の
立
ち
入
り
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
、本
格

的
な
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
。工
事
現
場
の
様
子
は
、早
明
浦
ダ
ム
左
岸
側
よ
り
眺
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

今
後
、
地
元
自
治
体
等
と
連
携
・

協
力
し
、
高
知
県
嶺
北
地
域
に
お
け

る
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
企
画
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。観
光
資
源
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
再
生
事
業
に

よ
る
本
体
工
事
が
地
域
振
興
の
一
助

と
な
る
よ
う
、
普
段
は
入
る
こ
と
が

で
き
な
い
ダ
ム
内
部
の
見
学
な
ど
、

非
日
常
の
体
験
を
工
事
の
進
捗
に
応

じ
て
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。詳

細
は
、
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
再
生
事
業
記
念
カ
ー
ド

　

機
構
が
実
施
す
る
初
の
大
規
模

な
ダ
ム
再
生
事
業
の
工
事
本
格
化

に
当
た
り
、再

生
事
業
記
念

カ
ー
ド
を「
道

の
駅
土
佐
さ

め
う
ら
」に
て

配
っ
て
お
り

ま
す
。

は
成
り
立
た
な
い
。水
源
地
域
の
方
々
へ
の
ご
恩
を
、
こ

れ
か
ら
も
後
世
の
時
代
に
引
き
継
い
で
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
た
い
。来
年
、
香
川
用
水
が
通
水
し
50
周
年
の
大
き

な
節
目
に
な
る
。香
川
用
水
の
歴
史
と
重
要
性
、そ
し
て
、

水
源
地
域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
永
く
後
世
に
伝
え
る

た
め
に
、様
々
な
行
事
を
行
い
た
い
。」と
ご
挨
拶
い
た
だ

き
ま
し
た
。そ
し
て
、
事
業
概
要
を
説
明
後
、
工
事
施
工

者
代
表
か
ら
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、鍬
入
れ
式
と
く
す

玉
開
披
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
水
源
地
域
の
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
常

に
持
ち
、関
係
す
る
皆
様
と
緊
密
に
連
携
し
、し
っ
か
り

と
安
全
対
策
、
環
境
対
策
を
執
り
つ
つ
的
確
な
進
捗
管

理
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
令
和
10
年
度
内
の
事
業
完
了

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

早明浦ダム再生事業起工式を開催早明浦ダム再生事業起工式を開催
ささ めめ うらうら

金尾理事長金尾理事長

高知県  濵田知事高知県  濵田知事

香川県  池田知事香川県  池田知事

株式会社大林組  蓮輪代表取締役兼CEO株式会社大林組  蓮輪代表取締役兼CEO

■早明浦ダム再生事業の内容
ダムからの補給方法を変更して、利水容量のうち700万㎥を洪水調節
容量に振り替えます。

容量の
振替

大雨が降りそうなとき、あらかじめ水を放流して水位を下げ、洪水に備
えます。

予備放流の
導入

容量の振替と予備放流を行うことで、ダムの水位が下がり、今のゲート
では適切な量の放流ができなくなるため、放流設備を増設します。

放流設備の
増設

堆砂容量1,700万㎥

死水容量1,000万㎥

利水容量
1億7,300万㎥

発電専用容量
2,600万㎥

洪水調節容量
9,000万㎥ 洪水調節容量

1億700万㎥

ゲート敷高
EL325.0m 予備放流水位

EL326.8m

◀容量の振替 700万㎥
◀予備放流 1,000万㎥

現　在 ダム再生事業後

発電専用容量
2,600万㎥
発電専用容量
2,600万㎥

堆砂容量1,700万㎥

死水容量1,000万㎥

利水容量
1億6,600万㎥

ゲ
ー
ト

ゲ
ー
ト

放流設備の増設放流設備の増設

■ダム再生事業の沿革
昭和40（1965）年度

昭和50（1975）年度

平成17（2005）年度

平成21（2009）年度

平成29（2017）年度

平成30（2018）年度

早明浦ダム建設事業に着手

早明浦ダム管理開始

吉野川水系河川整備基本方針 策定

吉野川水系河川整備計画 策定

吉野川水系河川整備計画 変更

吉野川水系における水資源開発基本計画（一部変更）

早明浦ダム再生事業に関する事業実施計画認可

早明浦ダム再生事業着手

早明浦ダム再生事業による洪水調節の効果について動画で分かりやすく紹介しております。

ご覧下さい
。

sample

トピックストピックス  早明浦ダム再生事業起工早明浦ダム再生事業起工式式を開催を開催 ● 67 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会



©2023 Pokémon. ©1995-2023 Nintendo/Creatures Inc. /GAME FREAK inc. 
ポケットモンスター・ポケモン・Pokémonは任天堂・クリーチャーズ・ゲームフリークの登録商標です。

水
を
考
え
る
つ
ど
い

水
を
考
え
る
つ
ど
い

　毎年８月１日は「水の日」とし、この日を初日とする一週間は「水の週間」として、水の貴重
さなどに対する関心を高めるための様々な行事が行われています。令和５年度は「水源地」
をテーマとしたイベントが開催されました。

水
と
の
ふ
れ
あ
い

　フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

水
と
の
ふ
れ
あ
い

　フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

水
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ・展
示
会

水
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ・展
示
会

　
水
の
週
間
実
行
委
員
会
は
、小

学
生
の
親
子
を
対
象
と
し
た

「
水
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
展
示

会
」
を
８
月
５
日
に
開
催
し
ま
し

た
。Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｍ
Ｘ「
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ 

Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｇ
」
に
出
演
さ
れ
て
い
る
気
象

キ
ャ
ス
タ
ー
敷
波
美
保
さ
ん
に
よ
る「
天
気
と
水
循
環
に
つ
い
て
学
ぼ

う
！
」と
題
し
た
講
演
、
２
０
２
３
ミ
ス
日
本「
水
の
天
使
」竹
田
聖
彩

さ
ん
に
よ
る「
み
ん
な
の
水
」と
題
し
た
参
加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

水
の
日
応
援
大
使
「
シ
ャ
ワ
ー
ズ
」
に
よ
る
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。ま
た
、
会
場
で
は
水
源
地
や
水
循
環
に
関
す
る
ポ
ス

タ
ー
や
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
し
た
。

た
け 

だ 

せ
い 

あ

し
き
な
み
み  

ほ

　
水
と
の
ふ
れ
あ
い
を
テ
ー
マ
と
し
た
写
真
作
品
を
通
じ
て
、水
資
源

の
有
限
性
や
水
の
貴
重
さ
、
水
資
源
開
発
の
重
要
性
を
訴
え
る「
水
と

の
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
も
多

く
の
水
に
ま
つ
わ
る
作
品
を
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
年
の
入
賞
作

品
は
12
ペ
ー
ジ
〜
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令和５年度の水資源功績者表彰で水資源機構
事業に関わる「生命の水と森の活動センター
（岐阜県）」が表彰されました。

　
水
循
環
政
策
本
部
、東
京
都
及
び
水
の
週
間
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
８

月
１
日
に
東
京
都
内
で「
水
を
考
え
る
つ
ど
い
」が
開
催
さ
れ
、三
笠
宮
瑶
子
女
王

殿
下
よ
り「
お
こ
と
ば
」を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
年
の
つ
ど
い
で
は
、中
学
生
に

よ
る
水
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
、「
#
水
源
地
行
っ
て
み
た
」キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
活
動
報
告
の
ほ
か
、歌
舞
伎
俳
優
の
市
川
團
十
郎
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
る

Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
の
活
動
を
紹
介
し
た
動
画
上
映
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

エ

ビ

モ

リ

グランプリ
国土交通大臣賞

グランプリ

“水とのふれあい”
フォトコンテスト

第38回第38回

入賞作品

敷波さんの講演

シャワーズとのグリーティング

竹田さんによる参加型ワークショップ「みんなの水」

　地元の小中高生や流域住民の方々が参加する植樹
活動や、水源地域の環境を活用した体験学習プログラム
の実施に加え、活動センターが主体となって徳山ダム
の施設案内を実施するなど、水資源の保全や啓発
活動に尽力されたことが認められ表彰されました。

水資源功績者表彰水資源功績者表彰
SNS部門

プリント部門

水の日・水の週間の紹介
限りある水資源について私たちができること
水の日・水の週間の紹介
限りある水資源について私たちができること

9 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会 トピックス　水の日・水の週間の紹介 ● 8 



YouTube

内閣総理大臣賞受賞の中学生
“首都圏の水がめ”矢木沢ダムで一日所長体験

沼田総合管理所
（群馬県）

　8月24日、｢第45回全日本中学生水の作文コンクール｣
で内閣総理大臣賞（最優秀賞）を受賞した群馬大学共
同教育学部附属中学校３年生の安藤周平さんに沼田総
合管理所の一日管理所長として、矢木沢ダムで仕事を
体験していただきました。

あんどうしゅうへい

藤原ダム管理支所挨拶藤原ダム管理支所挨拶

みなかみ町役場挨拶みなかみ町役場挨拶

水質調査水質調査

ゲート動作点検ゲート動作点検

ダム堤体内にてダム堤体内にて

　

２
０
２
３
ミ
ス
日
本「
水
の
天
使
」竹
田

聖
彩
さ
ん
が
知
多
半
島
か
ら
愛
知
用
水
の

水
源
で
あ
る
牧
尾
ダ
ム
と
王
滝
村
ま
で

「
水
の
源
を
た
ど
る
旅
」
と
し
て
、
愛
知
用

水
の
水
に
関
わ
る
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
ほ
か
、
水
源
地
で
あ
る
王
滝
村
を
紹
介

し
た
見
ど
こ
ろ
満
載
の
動
画
を
公
開
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
水
源
地
を
訪

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

水
の
源
を
た
ど
る
旅

水
の
源
を
た
ど
る
旅

　

水
に
つ
い
て
の
理
解
や
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、全
国
の
中

学
生
を
対
象
と
し
た
全
日
本
中
学
生
水
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を

実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
も
国
内
外
か
ら
多
く
の
応
募
が
あ
り
、

内
閣
総
理
大
臣
賞
、
水
資
源
機
構
理
事

長
賞
な
ど
が
選
出
さ
れ
、
８
ペ
ー
ジ
に

紹
介
し
ま
し
た「
水
を
考
え
る
つ
ど
い
」

に
お
い
て
受
賞
さ
れ
た
中
学
生
に
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

全
日
本
中
学
生

　
水
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

全
日
本
中
学
生

　
水
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル受賞された作文については、

こちらのQRコードから！

水の源をたどる旅
については、こちら
のQRコードから！
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入賞作品

“水とのふれあい”フォトコンテスト
第38回第38回

中村　昭夫

暑い日
東山動物園

斎藤　雄宰睦

給水タイム
岡山県備前市

高津　弘人

宮ケ瀬ダムの堤体に大接近
神奈川県清川村宮ケ瀬ダム　遊覧船の中から撮影

雪本　信彰

早春の台場
東京都港区台場　お台場海浜公園

中村　邦夫

赤カブ洗い
福島県南会津町

グランプリ
国土交通大臣賞

優秀賞
水の週間実行委員会会長賞

優秀賞
独立行政法人水資源機構理事長賞

審査員特別賞

優秀賞
東京都知事賞

13 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会 トピックス　水の日・水の週間の紹介 ● 12



入賞作品

“水とのふれあい”フォトコンテストSNS
20232023

m.har6210
on instagram

今井　寛治

清流で産卵
三重県紀北町

長　吉秀

縄張り
佐賀県佐賀市三瀬村

松田　吉夫

さがり花
石垣島、西表島

米田　沙央里

戯れ
岳切渓谷（大分県）

栗本　実

怖い！でも行く
苗名の滝

ayumi♂
on twitter

fullblast_next
on instagram

特　　選

特別賞

グランプリ

15 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会 トピックス　水の日・水の週間の紹介 ● 14



4 3

2 16
5

7

8

9
10

11

12
13

14
15

武蔵水路（埼玉県行田市・鴻巣市）

紅葉したさきたま緑道

1

徳山ダム（岐阜県揖斐川町）

ダム湖周辺の美しい紅葉とと
もにサイクリング満喫

8
青蓮寺ダム（三重県名張市）

湖面に“映える”アーチ式ダム

9

日吉ダム（京都府南丹市）

日吉ダムでの秋の爽やかな一日

10
一庫ダム（兵庫県川西市）

紅葉に包まれた一庫ダム

11

宝山湖（香川県三豊市）

紅白の彼岸花に包まれた
宝山湖

12

富郷ダム（愛媛県四国中央市）

さるとび展望広場から望む
秋の富郷ダム

13

寺内ダム（福岡県朝倉市）

秋の色に染まる寺内ダム

14

筑後大堰（福岡県久留米市・佐賀県みやき町）

薄紅色の空、夕日に映える
筑後大堰

15

大野頭首工（愛知県新城市）

紅葉の奥にひっそりと佇む大野
頭首工と水面に映える秋の色彩

7

滝沢ダム（埼玉県秩父市）

滝沢ダム（奥秩父もみじ湖）と
紅葉の調和

2
矢木沢ダム（群馬県みなかみ町）

紅葉・ダム・水面の三重奏

4 奈良俣ダム（群馬県みなかみ町）

色鮮やかな紅葉とダムの
コラボレーション

3

牧尾ダム（長野県木曽町・王滝村）

御岳湖に映る雄大な御嶽山と
鮮やかな紅葉

5

おんたけ

味噌川ダム（長野県木祖村）

柳沢尾根公園から望む、秋の
紅葉

6

やんざわ

20-23
水資源 123

み

しょうれんじ

ひとくら

ほうざん

とみさと

自然豊かな環境に包まれた機構施設周辺では、
美しい紅葉など秋の風物詩をお楽しみいただけます。
各地域を訪ねてすばらしい魅力を発見しましょう。

自然豊かな環境に包まれた機構施設周辺では、
美しい紅葉など秋の風物詩をお楽しみいただけます。
各地域を訪ねてすばらしい魅力を発見しましょう。

各施設の詳細・アクセスについては
QRコードよりご覧ください。
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〈
就
職
先
と
し
て
選
ん
だ
理
由
と
入
社
し
て
良
か
っ
た
と
こ
ろ
〉

水
と
い
う
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
大
事
な
資
源
を
管
理
し
て
い
る
会

社
で
公
共
性
が
高
い
会
社
だ
な
と
感
じ
た
の
が
機
構
を
就
職
先
と
し
て

選
ん
だ
一
番
の
理
由
で
す
ね
。ま
た
、
近
年
豪
雨
災
害
が
多
く
、
水
災
害

に
関
す
る
イ
ン
フ
ラ
に
と
て
も
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。入
社
し
て
一
番

良
か
っ
た
と
こ
ろ
は
、
休
み
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。帰
省
の
た
び
に
休
日

に
休
み
を
く
っ
つ
け
て
長
め
に
帰
省
し
て
い
ま
す（
笑
）。

〈
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
業
務
内
容
〉

新
卒
で
現
場
の
総
務
課
に
配
属
さ
れ
、
契
約
業
務
を
主
に
担
当
し
て
い

ま
し
た
。現
場
は
様
々
な
施
設
を
管
理
し
て
い
る
の
で
仕
事
の
内
容
が

多
岐
に
わ
た
り
、
仕
様
書
の
確
認
か
ら
条
文
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
一
つ
一
つ
の
細
か
い
作
業
で
、
慣
れ
る
ま
で
に
一
苦
労

し
ま
し
た
が
、
自
身
の
携
わ
っ
た
仕
事
が
現
場
で
の
工
事
等
に
直
結
し

て
執
り
行
わ
れ
て
い
た
の
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

〈
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
大
事
に
し
て
い
る
所
感
〉

事
務
の
仕
事
は
、
職
員
の
生
活
に
直
結
し
て
い
る
の
で
、
一
つ
一
つ
の

仕
事
を
丁
寧
に
行
う
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ
学
ぶ
こ
と

が
多
く
、
毎
日
一
つ
で
も
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
よ
う
と
考
え
な
が
ら

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。そ
ん
な
中
で
優
し
く
、
時
に
は
厳
し
く
ご
指
導

く
だ
さ
る
職
員
の
先
輩
方
、
同
期
及
び
後
輩
職
員
に
感
謝
を
忘
れ
ず
に

仕
事
を
し
て
い
く
と
い
う
の
が
私
の
モ
ッ

ト
ー
で
す
。

〈
こ
れ
か
ら
入
社
を
希
望
す
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

水
資
源
機
構
は
水
と
い
う
必
要
な
資
源
を
管

理
し
て
い
る
会
社
で
す
。イ
ン
フ
ラ
や
公
共
性

の
高
い
仕
事
に
興
味
が
あ
る
な
ら
ぜ
ひ
、チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。他
に
も
社
会
人

に
な
る
と
周
り
の
環
境
に
飲
ま
れ
て
自
分
の

思
い
通
り
に
行
か
な
い

場
面
も
た
く
さ
ん
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

ん
な
時
は
自
分
ら
し
さ

を
大
切
に
仕
事
に
臨
ん

で
く
だ
さ
い
。

〈
就
職
先
と
し
て
選
ん
だ
理
由
と
入
社
し
て
良
か
っ
た
と
こ
ろ
〉

入
社
前
の
令
和
元
年
度
に
は
立
て
続
き
に
強
力
な
台
風
が
襲
来
し
ま
し

た
。実
家
周
辺
も
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
自
分
の
身
の
回
り
に
も

災
害
が
起
こ
り
え
る
と
認
識
を
改
め
、
自
分
で
防
災
に
積
極
的
に
携
わ
れ

な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。ま
た
、機
構
は
転
勤
の
た
め
、未

だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
地
域
へ
行
け
る
事
が
面
白
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。

〈
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
業
務
内
容
〉

最
初
の
赴
任
先
が
、ダ
ム
を
有
す
る
水
路
事
務
所
で
あ
り
、水
力
発
電
設

備
な
ど
様
々
な
設
備
を
管
理
し
て
い
ま
し
た
。こ
こ
で
の
配
水
当
番
は

１
年
目
か
ら
１
人
で※

１
配
水
操
作
を
任
さ
れ
ま
す
。特
に
、雨
が
上
が
っ

た
後
の
配
水
操
作
が
難
し
く
、
下
流
に
あ
る※

２
頭
首
工
の
水
位
の
減
少

傾
向
を
見
つ
つ
、
ダ
ム
か
ら
放
流
増
加
量
・
頭
首
工
へ
の
到
達
時
間
を

考
え
て
配
水
操
作
を
行
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

〈
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
大
事
に
し
て
い
る
所
感
〉

私
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
自
分
の
健
康
が
一
番
」
で
し
ょ
う
か
。機
構
は
少
数

精
鋭
の
組
織
で
す
。ま
だ
ま
だ
精
鋭
に
な
れ
て
い
る
と
は
決
し
て
言
え

ま
せ
ん
が
、現
場
で
は
一
人
で
も
欠
員
が
出
る
と
、業
務
遂
行
が
困
難
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
体
調
が
万
全
な
状
態
を
維

持
し
て
業
務
に
あ
た
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
機
構
の
仕
事
は

地
域
の
方
々
の
生
活
や
安
全
に
関
わ
る
業
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
業
務

に
必
要
な
資
格
及
び
ス
キ
ル
を
磨
い
て
い
き

た
い
で
す
。

〈
こ
れ
か
ら
入
社
を
希
望
す
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

私
は
電
気
関
係
の
大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
が
、

周
囲
の
ほ
と
ん
ど
の
友
達
が
メ
ー
カ
ー
勤
務

に
な
り
ま
し
た
。き
っ
と
あ
な
た
方
と
同
じ
状

況
で
し
ょ
う
。是
非
、
ご
友
人
と
の
関
係
を
続

け
て
く
だ
さ
い
。給
与
・
賞
与
の
話
で
き
っ
と

盛
り
上
が
る
は
ず
で
す
。そ
れ
以
外
に
も
、
分

野
が
違
っ
た
り
す
る
メ
ー
カ
ー
の
仕
事
の
話

は
、
機
構
で
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
、
参
考
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。機
構
の
印
象
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、少
し
で
も

機
構
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

〈
就
職
先
と
し
て
選
ん
だ
理
由
と
入
社
し
て
良

か
っ
た
と
こ
ろ
〉

大
学
で
化
学
分
野
を
主
に
学
ん
で
い
た
の
で
、

機
構
の
土
木
職
の
応
募
を
見
た
と
き
は
や
っ

て
い
け
る
か
不
安
で
し
た
。た
だ
、
公
共
性
の

あ
る
仕
事
で
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
良

い
職
場
で
働
き
た
い
と
思
い
就
職
活
動
を
し

て
い
た
の
で
、
実
際
に
入
社
し
て
み
て
、

ギ
ャ
ッ
プ
が
な
く
す
ご
く
働
き
や
す
い
会
社

だ
と
思
い
ま
す
。土
木
職
は
ま
だ
ま
だ
分
か
ら

な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
一
つ
一
つ
自
分
の

も
の
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

〈
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
業
務
内
容
〉

今
年
度
か
ら
防
災
業
務
の
担
当
に
な
り
、
直

属
の
上
司
も
入
れ
違
い
の
た
め
、
ま
だ
仕
事
に
慣
れ
な
い
中
で
、
洪
水

期
前
に
２
回
も
防
災
操
作
を
行
っ
た
こ
と
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。ダ
ム
の
防
災
操
作
は
責
任
感
が
あ
る
仕
事
で
、
ミ
ス
が
許
さ
れ

な
い
中
、
何
事
も
な
く
無
事
に
防
災
操
作
を
終
え
た
時
は
達
成
感
が
あ

り
ま
す
。

〈
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
大
事
に
し
て
い
る
所
感
〉

機
構
の
仕
事
は
幅
広
く
や
っ
た
こ
と
の
な
い
仕
事
も
多
々
あ
り
ま
す
。

私
は
良
く
分
か
ら
な
い
仕
事
や
嫌
だ
な
と
思
う
仕
事
で
も
、
自
分
の
中

に
い
っ
た
ん
受
け
入
れ
て
や
っ
て
み
る
と
い
う
考
え
を
大
事
に
し
て
い

ま
す
。そ
の
気
持
ち
を
励
み
に
毎
日
仕
事
に
取
り
組
み
、関
係
機
関
か
ら

感
謝
さ
れ
る
時
は
人
に
役
立
つ
仕
事
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
な
と
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
ね
。

〈
こ
れ
か
ら
入
社
を
希
望
す
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

就
活
の
軸
で
人
の
役
に
立
て
る
仕
事
に
就
き
た
い
方
は
機
構
の
仕
事
が

向
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
を

希
望
す
る
方
も
お
す
す
め
で
す
。入
社
し
て
か
ら
最
初
は
分
か
ら
な
い

こ
と
だ
ら
け
だ
と
思
い
ま
す
が
、
上
司
に
相
談
し
て
な
る
べ
く
早
め
に

悩
み
を
解
決
し
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、若
い
う
ち
に
色
ん
な
仕
事
を
経

験
し
て
自
分
が
得
意
だ
な
と
思
う
仕
事
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。機
構

で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈現在の業務内容〉 電気通信設備に関わる障害対応等の保守管理、ポンプ設備の配
水操作などを担当

〈
就
職
先
と
し
て
選
ん
だ
理
由
と
入
社
し
て
良

か
っ
た
と
こ
ろ
〉

河
川
の
景
色
や
水
辺
の
生
き
物
が
好
き
な
の

で
、将
来
は
何
と
な
く
水
に
関
わ
る
仕
事
に
就

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、
就
職

活
動
に
お
い
て
機
構
を
知
り
、自
分
の
興
味
や

専
攻
内
容
と
合
っ
て
い
る
と
感
じ
た
の
で
就

職
先
と
し
て
選
び
ま
し
た
。入
社
し
て
良
か
っ

た
点
は
、上
司
が
真
っ
直
ぐ
に
若
手
の
提
案
を

受
け
入
れ
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。機
構
全
体
と

し
て
そ
の
よ
う
な
風
通
し
が
良
い
職
場
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

〈
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
業
務
内
容
〉

現
管
理
所
の
職
員
全
員
で
行
う
配
水
操
作
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。私
は
本
部
業
務
を
担
当
し
て
お
り
、
水
を
い
か

に
し
て
安
定
か
つ
速
や
か
に
地
域
の
方
へ
お
届
け
す
る
か
を
考
え
な
が

ら
、
当
日
の
各
班
の
行
動
予
定
の
作
成
や
連
携
し
た
管
理
所
か
ら
の
遠

方
操
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。計
画
ど
お
り
に
配
水
操
作
が
で
き
た
日
の

達
成
感
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

〈
仕
事
を
し
て
い
く
上
で
大
事
に
し
て
い
る
所
感
〉

日
々
、
誰
の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
を
一
度
振
り
返
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。例
え
ば
、※

３“

取
水
工
か
ら※

４
分
水
工
に
水
を
届
け

て
終
わ
り”

で
は
な
く
、
そ
の
水
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
そ
の

先
ま
で
想
像
す
る
こ
と
で
、
相
手
に
合
わ
せ
た
時
間
に
分
水
工
を
操
作

す
る
な
ど
一
工
夫
に
繋
げ
て
い
ま
す
。広
い
視
野
で
も
の
ご
と
の
行
き

着
く
先
を
考
え
て
み
る
こ
と
で
、
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

〈
こ
れ
か
ら
入
社
を
希
望
す
る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉

や
り
た
い
仕
事
が
漠
然
と
し
て
い
る
方
は
何
で
も
い
い
の
で
、
ま
ず
は

物
事
を
見
て
聞
い
て
触
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。ま
た
、
機
構
は

独
自
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
持
っ
て
い
る
の
で
、「
興
味
は
あ
る
が
よ
く
分
か

ら
な
い
」
は
、
現
場
で
実
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
解
決
で
き
る
こ
と
が

多
々
あ
り
、
こ
の
会
社
の
最
大
の
魅
力
で
す
。是
非
、
興
味
を
ご
自
身
の

成
長
に
繋
げ
る
き
っ
か
け
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

FUJIE KAZUKI

〈現在の業務内容〉 貯水池の管理業務、流量観測や堆砂測量業務の発注・監督、防
災業務を担当

※4：水を複数の水路に分ける施設　　※3：川から水をとる施設

香川用水管理所
2020年度入社
土木職

〈現在の業務内容〉 配水、防災、水質を中心とした施設管理業務を担当

※2：川を堰き止めて、水を水路へ取り入れる施設　　※1：水を供給する操作

一庫ダム管理所
2021年度入社
土木職

NAITO DAICHI

内 藤 大 智
〈現在の業務内容〉 社会保険、財形関係、健康管理などの福利厚生に係る業務など担当

本社  人事部労務厚生課
2020年度入社
事務職

MAEDA AKIKO

前 田 瑛 子

藤 江 宗 樹霞ヶ浦用水管理所
2021年度入社
電気通信職

IKEUCHI HIKARU

池 内 晃

と
う
し
ゅ
こ
う

水資源機構の次代をつなぐ若手職員の皆さんに、就職先に機構を選んだ理由、
これから入社を希望する方へのメッセージなどを伺いました。
水資源機構の次代をつなぐ若手職員の皆さんに、就職先に機構を選んだ理由、
これから入社を希望する方へのメッセージなどを伺いました。第1回

連載企画 次代をつなぐ力次代をつなぐ力次代をつなぐ力次代をつなぐ力次代をつなぐ力次代をつなぐ力次代をつなぐ力次代をつなぐ力次代をつなぐ力次代をつなぐ力
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連載連載
第34回第 44回

の
か
、
そ
の
由
来

を
調
べ
て
み
ま
し

た
。こ
の
場
所
に
は

１
９
３
８
年（
昭
和

13
年
）
に
「
気
象
送

信
所
」と
い
う
施
設

が
建
て
ら
れ
た
そ

う
で
す
。既
に
日
中

戦
争
が
始
ま
っ
て

い
て
、
気
象
情
報
は
機
密
事
項
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。情
報
通
信
の
核
と
な
る
気
象
送
信
所
は
非
常

に
重
要
な
施
設
で
、
空
爆
に
あ
っ
て
も
耐
え
ら
れ

る
よ
う
に
設
計
・
施
工
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

で
は
、
な
ぜ
千
葉
県
我
孫
子
市
に
そ
の
重
要
な
気

象
送
信
所
が
建
て
ら
れ
た
の
か
、
そ
こ
に
は
日
本

の
気
象
の
歴
史
に
お
け
る
重
要
人
物
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
ま
す
。「
日
本
気
象
学
の
父
」
と
も
言

わ
れ
る
岡お
か

田だ

武た
け

松ま
つ

氏
で
す
。

　

岡
田
氏
は
１
９
２
３
年
〜
１
９
４
１
年
に
第

４
代
中
央
気
象
台
長
を
務
め
、
世
界
に
先
駆
け
た

海
上
船
舶
の
無
線
通
信
、
地
震
観
測
網
の
整
備
、

全
国
気
象
官
署
の
国
営
移
管
な
ど
日
本
の
気
象

事
業
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。ま
た
気
象
用
語

「
台
風
」の
名
付
け
親
で
も
あ
り
、
梅
雨
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
解
明
し
た
気
象
学
者
と
し
て
世
界
的
に

も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。岡
田
氏
の
偉
業
の
一
端

水
みずこし

越 祐
ゆういち

一
神奈川県横須賀市出身。気象予報
士、防災士。関西テレビ、NHK大阪、
JCOM 関西などで気象キャスター
を務め、現在はテレビ朝日「大下
容子ワイド !スクランブル」の気象
情報を担当。

　
「
ア
メ
ダ
ス
」と
い
う
言
葉
は
、
天
気
予
報
で
も

よ
く
登
場
す
る
の
で
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。気
温
や
降
水
量
、
風
向
風
速
な
ど
を
自

動
で
観
測
す
る
測
器
の
こ
と
で
、
降
水
量
を
観

測
し
て
い
る
観
測
所
は
全
国
で
約
１
、３
０
０
か

所
、
こ
の
う
ち
約
８
４
０
か
所
で
は
降
水
量
に
加

え
て
気
温
、
風
向
風
速
、
湿
度
を
観
測
し
て
い
て
、

雪
の
多
い
地
方
の
約
３
３
０
か
所
で
は
積
雪
も

観
測
し
て
い
ま
す
。ア
メ
ダ
ス
は
、「Autom

ated 

M
eteorological D

ata Acquisition System

」

の
略
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
頭
文
字
を
取
る
と
「
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
Ｓ
」
に
な
る
と
こ
ろ
を
あ
え
て
「
Ａ
Ｍ
ｅ

Ｄ
Ａ
Ｓ（
ア
メ
ダ
ス
）」と
し
た
と
こ
ろ
に
セ
ン
ス

を
感
じ
ま
す
ね
。私
た
ち
気
象
を
生
業
と
し
て
い

る
人
々
の
中
に
は
、「
ア
メ
ダ
ス
巡
礼
」と
言
っ
て

各
地
の
ア
メ
ダ
ス
を
見
学
し
て
回
る
こ
と
を
趣

味
に
し
て
い
る
人
が
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。中
に

は
全
国
を
行
脚
し
て
い
る
つ
わ
も
の
も
い
ま
す
。

私
は
そ
こ
ま
で
熱
心
な
巡
礼
者
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
地
方
に
出
張
に
行
っ
た
時
な
ど
、
つ
い
足

を
延
ば
し
て
観
測
所
の
見
学
に
行
っ
て
し
ま
い

ま
す
。今
回
は
そ
ん
な
私
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か

ら
、１
つ
の
ア
メ
ダ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
千
葉
県
我
孫
子
市

に
あ
る
「
我
孫
子
ア
メ
ダ
ス
」
で
す
。高
い
鉄
塔
に

は
、
地
上
か
ら
高
さ
10
メ
ー
ト
ル
に
風
向
風
速
計

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。気
温
計
は
、
細
い
金
属

製
の
筒
の
中
に
あ
っ
て
、
フ
ァ
ン
が
回
っ
て
常
に

外
の
空
気
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。同
じ
く
金
属

の
筒
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
は
雨
量
計
で
、
雪
や
あ

ら
れ
を
溶
か
す
た
め
に
ヒ
ー
タ
ー
が
つ
い
て
い

ま
す
。こ
ん
な
も
の
を
見
て
喜
ぶ
の
は
気
象
関
係

者
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ち
ょ
っ
と
興
味
深

い
と
思
っ
た
の
は
、
こ
の
我
孫
子
ア
メ
ダ
ス
が
設

置
さ
れ
て
い
る
場
所
は
芝
生
の
広
が
る
公
園
の

一
角
で
、
看
板
を
見
る
と
公
園
の
名
前
は
「
気
象

台
記
念
公
園
」と
言
う
そ
う
な
の
で
す
。

　

ア
メ
ダ
ス
と
気
象
台
は
違
う
よ
な
、
と
思
い
つ

つ
、
な
ぜ「
気
象
台
記
念
公
園
」と
名
付
け
ら
れ
た

を
知
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
１
９
０
５
年
（
明

治
38
年
）、
日
露
戦
争
で
の
日
本
海
海
戦
当
日
の

天
気
予
報
が
あ
り
ま
す
。こ
の
日
の
天
気
は
、
連

合
艦
隊
か
ら
の
有
名
な
電
文
「
本
日
天
気
晴
朗
な

れ
ど
も
浪
高
し
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
元
に
な
っ
た
の
が
当
時
の
中
央
気
象
台
予

報
課
長
だ
っ
た
岡
田
氏
の
発
信
し
た
天
気
予
報

「
天
気
晴
朗
な
る
も
浪
高
か
る
べ
し
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。そ
の
岡
田
氏
が
我
孫
子
市
の
出
身

で
、「
気
象
送
信
所
」の
開
設
時
に
こ
こ
に
土
地
を

探
し
て
施
設
を
設
立
す
る
こ
と
に
尽
力
し
た
そ

う
で
す
。

　

衛
星
通
信
の
発
達
に
よ
っ
て
気
象
送
信
所
は

そ
の
役
割
を
終
え
て
、
１
９
９
９
年（
平
成
11
年
）

に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
跡
地
が
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ「
気
象
台
公
園
」と
な
っ
た
の
で
す
。ア

メ
ダ
ス
巡
礼
を
し
て
い
る
と
、
た
ま
に
「
つ
わ
も

の
ど
も
が
夢
の
跡
」
の
よ
う
な
歴
史
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

我孫子アメダス全景（筆者撮影）我孫子アメダス全景（筆者撮影）「気象台記念公園」の看板が（筆者撮影）「気象台記念公園」の看板が（筆者撮影）

岡田武松氏岡田武松氏
（出典：気象大学校）（出典：気象大学校）

我孫子にあった「気象送信所」我孫子にあった「気象送信所」
出典：『千葉県近代建造物実態調査報告書』出典：『千葉県近代建造物実態調査報告書』

（千葉県立現代産業科学館）（千葉県立現代産業科学館）

気温計（筆者撮影）気温計（筆者撮影）雨量計（筆者撮影）雨量計（筆者撮影）

21 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会 気象キャスターが解説！天気のミカタ● 20



　８月４日にライトキューブ宇都宮（栃木県宇都宮市）において、第７３回利根川治水同盟治水大会
が開催され、金尾理事長より「令和元年台風１９号利根川洪水に想う」と題した講演を行いました。
　金尾理事長は、利根川における台風１９号の出水の状況、渡良瀬遊水地並びに田中、菅生及び稲
戸調節池における台風１９号による洪水の貯留状況、平成２７年９月の関東・東北豪雨による利根
川における洪水被害の状況や利根川沿川にある自然災害伝承碑など治水の歴史を紹介し、利根川
における治水事業が長年にわたり着実に進められてきたことを説明しました。
　さらに、草木ダムにおける台風１９号の対応について、洪水に備えて利水容量の事前放流を実施す
ることで水位を下げ、ダムへの流入量ピーク時に洪水調節容量を超える量の貯留を可能としたことで
異常洪水時防災操作（緊急放流）を回避した対応についての説明ほか、機構における長時間アンサン
ブル予測を用いた最新のダム流入量予測に関する取組などを紹介しました。
　最後に「台風１９号のような豪雨は、当分は来ないだろうという保障は全くありません。そのため台風
１９号やそれを超える出水がやってくるかもしれないということを肝に銘じて、待ったなしで利根川治水
の処方箋を示さなければならないと感じています。」として講演を締めくくりました。

～第73回利根川治水同盟治水大会～

令和元年台風19号利根川洪水に想う
金尾理事長による講演

トピックス  令和元年台風19号利根川洪水に想う トピックス  令和元年台風19号利根川洪水に想う ●● 2222 
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水
機
構
ニ
ュ
ー
ス

「
水
機
構
ニ
ュ
ー
ス
」で
は
、水
資
源
機
構
か
ら
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
を
中
心
に
、

水
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

淀川淀川
水 系水 系　日吉ダム湖（天若湖）で国体ローイング（ボート）競技の

京都代表による強化練習が行われました。京都府は、日
吉ダムがある南丹地域において、広域連携プロジェクト
の一つとして日本有数のスポーツ健康エリアとしての基
盤を活かした地域づくりに取り組んでいます。そんな中、
府内にはローイング（ボート）競技の適切な練習場が不
足していたことから、水面が安定しておりかつ練習できる
十分な距離がある日吉ダム湖で初めて行われました。練
習日（8月16日～18日）は、台風通過後の強風や波浪が
心配されましたが、当日は鏡面のような穏やかな水面とな
り、ボートチームの15名の選手が練習に励んでいました。

日吉ダム湖でローイング（ボート）
競技の強化練習を開催

　三重用水管理所では令和５年４月に管理開始から３０年を迎え、これを記念して既存の打
上調整池、中里ダム、菰野調整池のダムカードに加え、８月７日より新たに加佐登調整地及び宮
川調整池のダムカードの配布を開始しました。
　秋のお出かけシーズンに、機構のダムカードを集めてはいかがでしょう。

三重用水の加佐登調整地、宮川調整池
ダムカードを新たに配布開始 木曽川木曽川

水 系水 系

　7月22日にさいたま新都心コクーン広場にて開催したさいたま市主催の「さいたま打ち水大
作戦2023」に出展しました。ブースでは水資源機構に関するアンケートのほかノベルティグッ
ズを配布し、多くのご家族連れに喜んでいただきました。中でもペーパークラフトで作ったダム
や堰の展示は多くの親子連れに人気で、水を流して遊んでいただき、楽しくダムや堰の仕組
みを知ってもらいました。

さいたま打ち水大作戦2023に出展

本 社本 社

配布場所については、
こちらのQRコードから！

あまわか

sample sample

か　さ　ど

23 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会
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みなかみ3ダム・春の点検大放流、3ダムの特徴がよく
表れている迫力ある写真がとてもよかったです。読ん
でいて放流イベントに行ってみたいという気持ちが高
まりました。
（トピックス 首都圏の水がめ） （40代・女性）

九州北部では最近「線状降水帯」が出現し、河川の流
量を調整する必然性が高まっている気がします。本記
事では「降水時最高水位の見直し」により「洪水調節容
量増大」に触れられており、降水被害の軽減が図られ
ることが期待されると感じました。
（特集 九州が熱か！！） （50代・男性）

トピックスの「夏だ！ダムカレーを食べに行う！」はとて
も興味がわきました。ダムカレーがあることは知ってい
ましたが、ほんの一部だと思っていましたので、各地で
販売されていることに驚きました。 
（トピックス 夏だ！！ダムカレーを食べに行こう！） （60代・男性）

「シニア力」の杉田さんの「忘れられない・・」のお話は
心に沁みました。地味なお仕事に見えますが、大切な
水を守るために長年ご尽力されている方々のお話は
若い人にも大変ためになる話だと思います。
（シリーズ シニア力） （50代・女性）

厳しい暑さが続いておりますが、いかがでしょうか。秋といえば食欲の秋と言われますが、私は
秋の食べ物の代表として秋刀魚がぱっと浮かびます。皆さんは何が浮かびますか？
本号では機構施設周辺の魅力的な秋の風物詩を紹介しております。ぜひ、機構施設やその周
辺の美しい自然を発見してみてはいかがでしょう。また、今年の7月に福岡県の寺内ダムで発生
した豪雨に伴う緊急放流を特集し、8月に行った水の日・水の週間も紹介しております。ぜひ、
ご覧ください。

読者の皆様から寄せられた
「水とともに 2023・夏号」への
ご意見・ご感想を紹介します

読者の声

ISSN 2187-8048安全で良質な水を安定して
安くお届けすること、
それが水資源機構の仕事です

安全で良質な水を安定して
安くお届けすること、
それが水資源機構の仕事です

ホームページ
https://www.water.go.jp

Twitter
https://twitter.com/jwa_pr

Facebook
https://www.facebook.com/jwaPR

Instagram
https://www.instagram.comjwa_pr

独立行政法人 水資源機構編集・発行
〒330-6008 さいたま市中央区新都心11番地2
総務部広報課 TEL.048-600-6513（直通）FAX.048-600-6510

みずしげんきこう

2023
年
　 秋

号

QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

P23

福岡県：寺内ダム
特集  令和5年7月豪雨時における
　　  寺内ダムの洪水調節効果について

P2

三重県：加佐登調整池・宮川調整池
水機構ニュース

P23 京都府：日吉ダム
水機構ニュース

P8 群馬県：矢木沢ダム
トピックス  水の日・水の週間の紹介

P6 高知県：早明浦ダム
トピックス  早明浦ダム再生事業起工式を開催




